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2023 年 3 月期第 2 四半期（累計）の業績予想値と実績値の差異 

および通期連結業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 2022 年 7 月 27 日に公表した 2023年 3 月期（2022 年 4月 1 日～2023 年 3 月 31 日）の第 2 四半期（累計）の連結業績予

想と、本日公表の実績値において差異が生じましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

また、最近の業績動向を踏まえ、通期連結業績予想を下記のとおり修正することとしましたので、あわせてお知らせい

たします。 

 

記 

 

1. 2023 年 3 月期第 2 四半期（累計）の業績予想値と実績値の差異（2022 年 4 月 1 日～2022年 9 月 30 日） 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に 
帰属する 

四半期純利益 

１株当たり 
四半期純利益 

前回発表予想（Ａ） 32,400 1,300 1,400 1,100 17円80銭 

実績値（Ｂ） 30,409 892 1,074 872 14円12銭 

増減額（Ｂ－Ａ） △1,990 △407 △325 △227 － 

増減率（％） △6.1% △31.4% △23.2% △20.7% － 

（ご参考）前期第2四半期実績 
（2022年3月期第2四半期） 

29,604 1,704 1,830 1,334 21円60銭 

（差異の理由） 

 電子材料事業において機能性フィルムの主要用途であるスマートフォンの販売低迷や新型モデルの生産立上り遅れ等の

影響があり、コスト改善に努めたものの前回発表予想に対し減収、減益となりました。 

 

2. 2023 年 3 月期通期連結業績予想数値の修正（2022 年 4 月 1日～2023 年 3 月 31 日） 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に 
帰属する 
当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 67,600 3,200 3,350 2,500 40円47銭 

今回発表予想（Ｂ） 64,000 2,400 2,600 2,000 32円37銭 

増減額（Ｂ－Ａ） △3,600 △800 △750 △500 － 

増減率（％） △5.3% △25.0% △22.4% △20.0% － 

（ご参考）前期実績 
（2022年3月期） 

59,861 2,885 3,114 2,330 37円72銭 

（修正の理由） 

電線・ケーブル事業においては主にインフラ向けの販売回復が想定を下回る見通しです。また、電子材料事業において

も機能性フィルムの主要用途であるスマートフォンの販売は引き続き厳しいことが予想されることから、業績予想数値を

修正いたします。引き続き原材料価格高騰に対応した販売価格見直しやコスト削減を推進してまいります。 

 

※上記の予想は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んでおります。実際

の業績値は、今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

 

以 上 


